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第
２
１
7
回
通
常
議
員
総
会
が
３
月
27

日
、
80
人
の
出
席
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
黒
部

で
開
か
れ
、
第
３
３
１
回
常
議
員
会
（
３

／
10
）
で
の
議
決
を
経
て
提
出
さ
れ
た
令

和
5
年
度
事
業
計
画
・
各
会
計
収
支
予
算

案
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
舛
川
誠
会
頭
は
、
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、

令
和
5
年
度
の
事
業
・
活
動
に
つ
い
て
、

「
景
気
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
そ
し
て
人
材
確

保
・
育
成
策
が
各
企
業
に
と
っ
て
重
要
な

こ
と
。
今
後
と
も
こ
れ
ら
に
し
っ
か
り
対

応
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
中
で
商
工
会
議

所
と
し
て
『
ビ
ヨ
ン
ド
・
コ
ロ
ナ
』
、
コ

ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、
平
時
に
戻
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
を
含
む
中
央
大
通

沿
道
地
区
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
、
現

況
・
見
通
し
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

「
何
と
か
計
画
通
り
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
に
感
謝
。
施
工
業
者
の
ア
ル
フ
ァ
コ
ー

ト
㈱
に
は
、
強
く
地
元
企
業
が
事
業
に
関

わ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
情
報
交
換
等
を
し
な
が
ら

し
っ
か
り
進
め
て
い
き
た
い
」 

と
述
べ
ま

し
た
。

５
年
度
事
業
計
画
の
新
規
項
目
と
し
て
、

①
教
育
・
金
融
機
関
等
と
連
携
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
実
施
、
②
事
業
承
継
相

談
室
の
設
置
、
③
小
規
模
事
業
者
向
け
会

計
業
務
の
Ｉ
Ｔ
化
啓
発
・
導
入
支
援
、
④

リ
ク
ナ
ビ
等
（
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
）
を
活
用

し
た
採
用
支
援
の
実
施
、
⑤
事
業
所
に
お

け
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
見
え
る
化
の

推
進
、
⑥
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
普
及

に
向
け
た
環
境
整
備
の
推
進
、
⑦
Ｗ
ｅ

ｂ
・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
の
実
施
、
⑧
会

員
ニ
ー
ズ
（
満
足
度
）
調
査
の
実
施
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。
要
望
活
動
で
は
新
た
に

コ
ロ
ナ
融
資
の
据
置
期
限
対
策
の
実
施
、

安
定
か
つ
効
率
的
な
道
内
物
流
対
制
の
維

持
・
確
保
、
カ
ー
リ
ン
グ
・
ア
ニ
メ
コ
ン

テ
ン
ツ
等
を
活
用
し
た
新
た
な
観
光
振
興

の
検
討
・
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
般
、
委
託
事
業
、
中
小
・
小
規
模

支
援
事
業
な
ど
主
要
７
会
計
の
予
算
総
額

は
、
前
年
度
を
４
３
６
万
円
上
回
る

３
億
５
７
７
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

渡
邊
専
務
退
任
、
後
任
に
服
部
事
務
局
長

議
決
事
項
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
、

３
月
末
で
退
任
す
る
渡
邊
伸
一
専
務
理
事

の
後
任
と
し
て
服
部
浩
司
理
事
・
事
務
局

長
を
充
て
る
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

（
服
部
新
専
務
理
事
は
事
務
局
長
、
総
務

部
長
兼
務
）
。

渡
邊
専
務
理
事
は
、
「
市
民
と
一
緒
に

ま
ち
づ
く
り
に
ま
い
進
し
た
と
い
う
こ
と

が
自
分
に
と
っ
て
大
き
か
っ
た
。
い
ろ
い

ろ
な
方
と
の
出
会
い
に
本
当
に
感
謝
。
こ

れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
は
私
の
宝
」
と
、

昭
和
54
年
の
入
所
以
来
の
職
員
・
役
員
時

会
　
頭

令
和
５
年
度
事
業
計
画
、
各
会
計
収
支
予
算
案 

承
認

　
　
　
新
専
務
理
事 

選
任
　
第
２
１
７
回
通
常
議
員
総
会

退
任
あ
い
さ
つ
を
述
べ
る
渡
邊
専
務
理
事

市
政
報
告
会
で
新
年
度
予
算
を
説
明
す
る
辻󠄀
市
長

通常議員総会であいさつを述べる舛川会頭
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令和5年度事業計画  大　綱

　日本経済は、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつ
あり、緩やかながら持ち直しが続いていると言われておりますが、
その一方で、世界的なエネルギー・食料価格の高騰等による景気
後退懸念により、厳しさが増してきております。
　政府は、民需主導の持続的な成長を図るため、「物価高・円安
への対応」、「構造的な賃上げ」、「成長のための投資と改革」を重
点分野とする「物価高克服・経済再生実現のための総合経済対策」
を策定し、自律的な成長とデフレからの脱却に向け、経済状況を
注視し、躊躇なく機動的なマクロ経済運営を行っていく事といた
しております。道内においても、これまでのコロナ禍と物価高騰
の影響により、すべての業種が影響を受けており、事業者に対す
る継続した支援や需要喚起に向けた経済対策が必要であります。
　さらに、当地域では管外・道外への労働力流出に加え、事業主
の高齢化と後継者の確保難により休廃業する企業が増加している
ことから、いかに企業が事業を存続させ雇用継続できる環境を整
えていくことが求められており、第一には「景気・ウイズコロナ
対策」そして「人材確保・育成策」、「事業承継対策」、「生産性の
向上対策」は、北見市の将来像を展望する上において最も重要な
課題であります。
　当所といたしましては、これまでのコロナ禍と物価高騰により
影響を受けている地域企業に対する継続した経営支援を実施する
と共にビヨンドコロナ【コロナを乗り越える】を見据え、企業の
自己変革への挑戦と新たな付加価値の創造、デジタル化の推進やカー
ボンニュートラル、ＳＤＧｓ等、会員企業にとって有益となる事
業推進に向け、より一層取り組むことが必要であると考えており
ます。
　これらのことから、令和５年度では、次の事業への取り組みに
努めて参ります。

地域経済の回復と企業の存続
　労働力の流出抑制では、地域の連携を強化し取り組むこととし、
オホーツク管内６つの商工会議所で構成するオホーツク商工会議
所協議会においてオホーツク合同企業セミナーを実施し、大学生
の採用に繋げて参ります。併せてコロナ禍を契機に地域に目を向
けているＵＩＪターン希望者と地元企業とのマッチングを行うと
共に専門性を有する外部人材の活用推進を図り、地域の人員・人
材確保に繋げて参ります。
　事業承継対策では、北海道事業承継・引継ぎ支援センター等関
係機関と連携し、事業承継相談室を設置すると共に個別相談等を
強化し円滑な事業承継を進めていきます。また、企業の存続、雇
用環境を守る上で必要となる創業・起業支援では、若者の起業意
識の醸成が重要となることから、北見ビジネス総合サポートセン
ター（旧オホーツク産学官融合センター）と協力し、教育・金融
機関等との連携のもとビジネススクールを実施し、起業意欲の掘
り起こしを行って参ります。
　さらに、生産性の向上に向けた取り組みでは、経営者の「気づき」
を促し、ＤＸ導入の支援を行い経営改善に繋がるよう情報提供を行っ
て参ります。
　北見市中央大通沿道地区第一種市街地再開発事業では、権利変
換計画が認可され、本年いよいよ各施設が着工されることから、
事業施行者と連携し円滑な事業推進に協力して参ります。
　商工会議所は、地域の経営者に寄り添いながら、変化の波を新
たな成長へとつなげていく動きを後押しする使命があり、行政・
各関係機関と連携し新たな価値観と環境変化に対応すべく 2050
年カーボンニュートラル（温室効果ガス排出量ゼロ）に対する取
り組み【見える化】や、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の周知・
ＰＲを進め企業価値向上を図るとともに、日本商工会議所・北海
道商工会議所連合会および全国各地の商工会議所のネットワーク
を活かし、オホーツク管内６商工会議所が結ぶ地域総合包括連携
の下、「未来を拓く商工会議所」として、地域経済の持続的な発
展を推進するため、諸事業を推進して参ります。

代
（
平
26
理
事
・
事
務
局
長
、
令
２
専
務
理

事
）
を
振
り
返
り
、
「
本
当
に
長
い
間
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
退
任
あ
い
さ

つ
を
述
べ
ま
し
た
。

報
告
事
項
と
し
て
、
日
本
商
工
会
議
所
の

第
２
９
６
回
議
員
総
会
・
第
１
３
６
回
会
員

総
会
（
３
／
16
）
、
部
会
・
委
員
会
の
開
催

状
況
、
北
見
市
中
央
大
通
沿
道
地
区
再
開
発

事
業
に
伴
う
権
利
変
換
・
当
所
が
入
居
す
る

ビ
ル
の
名
称
決
定
（
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
）
な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
員
総
会
終
了
後
の
市
政
報
告
会
で
は
、

辻󠄀
直
孝
市
長
が
２
期
目
の
締
め
く
く
り
と
な

る
令
和
５
年
度
予
算
に
つ
い
て
新
規
事
業
を

中
心
に
説
明
し
、
「
地
域
経
済
・
社
会
の
け

ん
引
役
と
し
て
市
政
の
推
進
に
ご
理
解
・
協

力
を
」
と
述
べ
ま
し
た
。

議
員
総
会
に
先
立
ち
、
令
和
４
年
度
当
所

表
彰
、
日
本
商
工
会
議
所
表
彰
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
両
表
彰
の
被
表
彰
者
は
以
下

の
通
り
（
敬
称
略
）
。

▼
前
会
頭　

永
田
正
記
▼
前
常
議
員　

村

井
泰
彦
、
山
腰
俊
司
、
渡
辺
和
勇
▼
前
議
員　

佐
々
木
敏
行
（
以
上
退
任
）

第
３
３
１
回
常
議
員
会
で
は
、
令
和
５
年

度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
案
、
専
務
理
事
選

任
の
ほ
か
、
令
和
５
年
度
経
営
安
定
特
別
相

談
事
業
「
商
工
調
停
士
」
の
選
任
（
河
合
昭

徳
副
会
頭
＝
新
＝
）
、
第
１
０
１
回
東
北
海

道
連
絡
協
議
会
（
５
／
17
、
釧
路
）
へ
の
提

出
議
案
、
新
入
会
員
（
18
社
・
人
、
令
和

４
・
９
・
15
～
５
・
３
・
３
）
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

（
担
当 

総
務
部
）
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事業実施項目
１）経営改善普及事業に係る経営発達支援計画の実施

２）小規模事業者経営改善資金融資（マル経融資）制度のＰ
Ｒおよび利用促進

３）記帳指導および会計・決済業務の改善・導入支援
 ①インボイス導入等、制度変更の周知・支援
 ②小規模事業者向け会計業務のＩＴ化啓発・導入支援※
４）政府系金融機関、北海道並びに北見市融資制度などの円

滑な斡旋
（４）人材確保・人材育成の支援

１）大学生・高等技術専門学院訓練生・専門学生・高校生に
対する地元企業への就職支援および就業意識の醸成

 ①オホーツク合同企業セミナー・説明会への協力
 ②企業と道内大学キャリアサポートセンターとの連携強化
 ③地元企業就業体験・見学ツアーの実施
 ④ オホーツク合同企業セミナー・説明会参加企業情報の

「スキャナビ北海道（全道商工会議所就職支援サイ
ト）」および当所ホームページへの掲載

 ⑤ 新規学卒者就職フェア（ハローワーク）、高校生のため
の企業概要説明会・インターンシップ（道・ジョブカ
フェ）への協力、支援

 ⑥ 北見工業大学地元就職奨学金制度に対する賛助企業登録
拡大への協力

 ⑦ リクナビ等（Ｗｅｂサイト）を活用した採用支援の実施
※

２）ＵＩＪターン（移住・定住）促進事業への協力
 ①ＵＩＪターン希望者に対する相談、情報の提供
 ②移住希望者と地元企業とのマッチング支援
３）外部（各分野で専門性を有する）人材と副業・兼業（都

市部企業などで働く専門性を有する）人材の活用支援
 ①地元企業と人材のマッチング支援の実施
４）北見市若者就活応援センター等各種就労支援機関との連

携
 ①人材確保に取り組む企業情報の発信
５）外国人労働者の雇用に関する研修会の開催
６）各種検定・試験の活用による技術・技能の向上
 ①情報処理技術者試験の実施および同試験の周知徹底

（５）北海道中小企業総合支援センター等関係機関施策を活用
　した経営支援
１）専門家による相談会等の実施

４．産業振興の推進
（１）オホーツク商工会議所協議会が取り組む「地域総合包括

　連携事業」への積極的参画
１）オホーツク合同企業セミナー・説明会（北見・札幌）の

開催
２）ＵＩＪターン（移住・定住）促進事業の開催

（２）北見ビジネス総合サポートセンター（ビズサポ北見）事
　業および産学官連携の推進
１）北見市における創業支援事業計画に基づく創業・起業サ

ポート事業の実施
２）地域中小企業のＤＸ導入に向けた支援の実施と事業化を

目指すプロジェクトの発掘と支援
３）北見工業大学学術推進機構の活用による共同研究、事業

化等への支援
４）北海道知的財産情報センター事業への協力
５）北海道事業承継・引き継ぎ支援センター事業への協力

６）北見工業大学、日本赤十字北海道看護大学との連携強化
７）北見工業技術センター、オホーツク圏地域食品加工技術

センターなど支援機関との連携
８）教育、金融機関等と連携したビジネススクールの実施

（再掲）※
（３）域外からの進出企業との連携

１）進出企業視察と懇談会等の開催
２）サテライトオフィス利用企業・人材との連携推進

（４）北見地域の観光振興・交流人口拡大への取り組み
１）「北見市観光推進プロジェクト」事業推進に対する協力
２）北見ぼんちまつり・「がんばろう北見」応援ホワイトイ

ルミネーション2023等の実施および各種イベントへの協
力

（５）新たな価値観と環境変化に対応した取り組み
１）ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の周知・ＰＲ活動の推

進
２）カーボンニュートラル社会に対応した環境経営（脱炭素

経営）の推進
 ① 事業所における二酸化炭素排出量の見える化の推進※

（日商ＣＯ2チェックシートの活用）
 ②カーボンニュートラル普及に向けた環境整備の推進※
３）容器包装リサイクル制度など各種リサイクル制度の周知

５．商工会議所の円滑な運営および基盤強化
（１）組織・財政基盤および業務改善の推進

１）会員増強の促進
２）委員会、部会の活性化と出席率の向上
 ①Ｗｅｂ（ネット）・ペーパーレス会議の実施※
３）自主財源の確保
 ①ミント共済、特定退職金共済制度の加入促進

（２）会員交流事業の実施
１）部会内会員交流会
２）会員親睦交流事業

（３）商工会議所活動を広く周知するための広報活動の強化
１）商工会議所所報の充実、ホームページ・Ｅメール通信に

よる組織・活動の情報発信
２）商工会議所事業を「見える化」するＳＮＳおよび動画の

活用
（４）会員サービス事業の充実

１）会員事業所永年勤続従業員表彰の実施
２）福利厚生制度の推進
 ① 経営者、従業員等の定期健康診断およびガン・生活習慣

病検診の実施
 ②各種共済制度・個人保険の加入促進
３）労働保険事務組合の運営
４）所報「きたみ」チラシ同封サービス（商い情報交流便） 

の実施
５）会員ニーズ（満足度）調査の実施※

（５）関係商工会議所等との連携
１）日本商工会議所・北海道商工会議所連合会・東北海道商

工会議所連絡協議会・オホーツク商工会議所協議会との連
携

２）姉妹商工会議所高知商工会議所との交流促進
（６）議員会・北商クラブ・女性会・青年部の活動に対する支

　援
（７）外郭団体等の運営に対する支援
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事業実施項目
１．政策提言、要望活動の積極的な展開
（１）国・道・北見市・関係機関に対する要望活動

１）景気対策、中小・小規模企業振興に関わる要望
 ①ウイズコロナ対策の継続と経営支援の実施
 ②景気回復に繋がる需要喚起策の実施
 ③コロナ融資の据置期限対策の実施※
 ④ 第２期北見市地方創生総合戦略に基づく効果的な事業の

実施（人材確保と生産性の向上、事業承継対策の推進）
 ⑤公共工事の地元企業優先発注の確保
２）都市整備に関わる要望
 ① 北見市中央大通沿道地区第一種市街地再開発事業への協

力と支援
３）地域医療の充実・強化に関わる要望
 ①地域医療および救急医療体制の充実確保
４）道路整備に関わる要望
 ① 北海道横断自動車道の整備促進（「端野高野道路」の整

備促進、」「足寄－陸別小利別」間の整備促進）
 ② 高規格道路「遠軽北見道路」の早期整備（「生田原道

路」の整備促進、「栃木－端野（端野西道路）」間の調
査促進、「生田原道路（佐呂間工区）」の調査促進※）

 ③市街地の骨格軸を形成する南岸通等の整備促進
 ④冬期間の車道、歩道の除排雪の徹底
５）防災対策の強化に関わる要望
 ①災害に強い道路等基盤整備および治水事業の推進
６）空港・鉄道および地元公共交通機関と物流体制の維持・

確保に関わる要望
 ① 女満別空港の就航体制の維持・存続（運航、就航体制の

早期回復、女満別空港－函館空港間の新規路線開設、女
満別空港と各観光地を結ぶ二次交通のインフラ整備、季
節運航路線の通年運航化、ＬＣＣの誘致拡充、国際
チャーター便の誘致並びにＣＩＱ施設の整備と職員の常
駐配置）

 ② ＪＲ石北本線の維持・存続（維持および存続に向けた利
用促進の啓蒙・啓発、コロナ禍前の運行体制への早期回
復、安心安全に利用できる運行体制の確保※）

 ③ 北海道新幹線高速化に伴う鉄道貨物輸送の維持と新たな
る技術開発の推進

 ④安定かつ効率的な道内物流体制の維持・確保※
 ⑤ 地元公共交通機関の維持・存続に向けた利用促進の啓

蒙・啓発
７）観光振興に関わる要望
 ① 道の駅を併設する体験・着地型観光の交流拠点施設「街

の駅」の早期設置
 ②スポーツ合宿誘致と受入施設の整備促進
 ③ カーリング・アニメコンテンツ等を活用した新たな観光

振興の検討・推進※
（２）中小・小規模企業に関わる税制改正の要望
（３）部会、委員会による意見活動の推進

２．賑わいと活力あふれる街づくりの推進
（１）中心市街地活性化の推進

１）北見市中心市街地活性化基本計画に掲げた事業の継続的
推進

 ① 事業施行者が進める北見市中央大通沿道地区第一種市街
地再開発事業推進に向けた連携協力

 ② 空き店舗対策事業の実施（まちんなかＳＨＯＷ10の運

営）
２）北見市中心市街地活性化協議会および同運営委員会の運

営
３）中心市街地の魅力向上と賑わい再生支援
 ① 中心商店街とコミュニティプラザ「パラボ」との連携事

業に対する協力
 ② 「きたみde街コン」、「きたみde婚カツ」事業等の実施
 ③ 「がんばろう北見」応援ホワイトイルミネーション2023

と連動したイルミネーション事業の実施
（２）「株式会社まちづくり北見」への運営協力

３．中小・小規模企業の経営基盤および人材確保の強化
（１）ウイズコロナ、物価高騰等に関わる経営支援の実施

１）各種支援施策の活用と事業強化支援
（２）経営発達支援計画（小規模事業者への伴走型支援）の実

　施
１）窓口・巡回相談の強化
２）地域の需要動向調査
 ① 景気動向等各種調査の実施（景気動向調査、新規学卒者

予定初任給調査）
 ② 中小企業振興委員連絡会議による情報収集
３）経営計画に基づく経営改善支援
 ① 多様なニーズに対応した各種セミナーの開催
 ②専門家による個別相談の実施
 ③事業継続力強化計画およびＢＣＰの策定支援
 ④デジタル技術を活用した生産性向上支援
 ⑤ 経営分析、事業計画の作成支援（経営基盤システム（Ｂ

ｉｚミル）を活用した経営支援の実施、小規模事業者持
続化補助金等を活用する事業者に対する事業計画作成支
援）

 ⑥ 働き方改革関連法の適切な運用支援、健康経営の推進
（健康経営セミナーの開催および啓発普及）

４）創業・起業支援
 ① 創業・起業入門編および実務編セミナーの開催とフォ

ローアップ強化
 ②創業者・創業希望者情報交換会の開催
 ③ 教育、金融機関等と連携したビジネススクールの実施※
５）事業承継相談体制の強化
 ①事業承継診断シートの活用
 ②事業承継セミナー・個別相談会の開催
 ③ 北海道事業承継・引継ぎ支援センターとの連携による支

援の推進
 ④ 事業承継相談室の設置（月２回）※
６）北見市中小企業振興プランに基づく施策推進への協力
７）販路拡大支援
 ① ふるさと納税に繋がる商品づくり、発掘・販路拡大支援
 ② 地域内外における展示会・商談会への出店支援（株式会

社まちづくり北見「コミュニティプラザパラボ」との連
携による地域内販路拡大の実施、地産地消フェスタ、イ
ンフォメーションバザール、スーパーマーケットトレー
ドショー等への出展支援

 ③ 農林水産商工等連携および地域資源の活用による新事業
展開支援

 ④ ＩＣＴ（情報通信技術）・メディア等の活用による情報
発信支援

（３）経営改善普及事業（中小企業相談所）の充実強化
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舛
川
誠
会
頭
、
副
会
頭
ら
役
員
は
４
月
17

日
、
北
見
市
の
総
合
的
経
済
活
性
化
に
関
わ

る
要
望
活
動
を
辻󠄀
直
孝
市
長
に
対
し
て
行
い

ま
し
た
。

要
望
は
、
当
所
の
相
談
・
支
援
業
務
を
通

じ
た
事
業
者
の
声
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
景

気
対
策
の
推
進
、
安
全
・
安
心
な
都
市
基
盤

整
備
の
推
進
、
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
対

策
の
強
化
な
ど
５
分
野
30
（
新
規
７
）
項
目

に
わ
た
り
ま
す
。

舛
川
誠
会
頭
は
、
要
望
書
を
提
出
し
＝
写

真
＝
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

食
料
価
格
な
ど
の
高
騰
に
よ
る
価
格
転
嫁
が

追
い
つ
か
ず
収
益

が
圧
迫
さ
れ
未
だ

厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
ゼ

ロ
ゼ
ロ
融
資
の
返

済
が
本
格
的
に
始

ま
る
こ
と
か
ら
資

金
繰
り
等
に
苦
慮

す
る
企
業
が
増
え

て
い
る
と
と
も
に
、

休
廃
業
す
る
事
業

者
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
ま
す
」
と
現

況
を
訴
え
、
対
応

を
求
め
ま
し
た
。

新
た
な
要
望
項

目
は
、
①
景
気
回
復
に
つ
な
が
る
需
要
喚
起

策
の
実
施
、
②
ビ
ヨ
ン
ド
・
コ
ロ
ナ
対
策
と

経
営
支
援
の
実
施
、
③
（
Ｊ
Ｒ
石
北
線
の
維

持
・
存
続
の
中
で
、
）
安
心
安
全
に
利
用
で

き
る
運
行
体
制
の
確
保
、
④
安
定
か
つ
効
率

的
な
道
内
物
流
体
制
の
維
持
・
確
保
、
⑤
創

業
支
援
と
し
て
、
教
育
・
金
融
機
関
と
連
携

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
開
催
、
⑥
健
康

経
営
優
良
法
人
認
定
企
業
に
対
す
る
入
札
等

に
お
け
る
加
点
措
置
の
実
施
、
⑦
事
業
所
に

お
け
る
脱
炭
素
に
向
け
た
支
援
の
検
討
・
実

施
。辻󠄀

市
長
は
、
①
「
市
民
や
事
業
者
へ
の
支

援
に
向
け
迅
速
か
つ
適
切
に
し
っ
か
り
と
対

応
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
状

況
を
見
極
め
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
た
い
」
、
④
「
今
後
も
オ
ー
ル
北
海
道
の

視
点
で
国
や
道
に
対
し
て
農
作
物
の
貨
物
輸

送
を
は
じ
め
北
海
道
に
お
け
る
持
続
的
物
流

体
制
の
維
持
・
確
保
に
向
け
要
望
し
て
い
き

た
い
。
と
て
も
大
事
な
問
題
な
の
で
し
っ
か

り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
、
⑦
「
市
独
自

の
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

事
業
者
に
向
け
て
財
政
的
な
部
分
も
含
め
て

検
討
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
と
答
え
て

い
ま
し
た
。

同
日
、
飯
田
修
司
市
議
会
議
長
に
も
同
様

の
要
望
書
を
手
渡
し
、
協
力
を
要
請
し
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

（
担
当　

服
部 

浩
司
）

経
済
活
性
化
に
関
わ
り
、
辻
市
長
に
要
望
活
動

５
分
野
30
（
新
規
７
）
項
目　
議
長
に
協
力
要
請

令和５年度収支予算総括表（単位千円）

収入の部

会計名 一般会計 委託事業会計 中小・小規模企業
支援事業会計 経済センター会計 特定退職金共済

事業会計
まちなか賑わい 

創出事業会計
北見ビジネス総合
サポートセンター

会計
合　計

会費 39,365 39,365
特商負担金 2,800 2,800
事業収入 2,711 31,635 3,654 1,360 39,360
補助金・委託金 44,720 1,500 5,800 52,020
委託費 4,175 4,175
繰入金 10,582 2,034 6,660 3,969 1,360 650 25,255
使用料収入 9,063 9,063
雑収入 1,905 1 700 264 2,870
共済掛金・その他 176,679 250 100 177,029
繰越金 5,837 1 5,838

合　計 67,375 31,636 47,454 15,987 184,303 4,470 6,550 357,775

支出の部

会計名 一般会計 委託事業会計 中小・小規模企業
支援事業会計 経済センター会計 特定退職金共済

事業会計
まちなか賑わい 

創出事業会計
北見ビジネス総合
サポートセンター

会計
合　計

事業費 11,953 5,939 3,372 89,184 1,270 1,370 113,088
給与費 10,317 9,548 34,980 6,077 3,700 64,622
福利厚生費 3,473 1,741 5,341 1,012 600 12,167
旅費交通費 2,420 535 694 40 3,689
事務・管理費 6,161 1,901 1,347 8,803 90 800 680 19,782
会議費 1,397 150 1,547
渉外費 700 700
公課分担金 4,213 1,130 1,075 6,418
積立金 3,500 200 1,500 200 5,400
共済積立金 85,863 85,863
営繕費 616 616
業務委託費 5,383 1,827 7,210
繰出金 14,673 10,582 25,255
雑役雑費 2,150 2,150
雑費 722 60 220 110 50 250 10 1,422
予備費 7,846 7,846

合　計 67,375 31,636 47,454 15,987 184,303 4,470 6,550 357,775
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業況の景気動向指数　前年同期と比べ大幅改善
製造業以外が改善、サービス業は100ポイント改善

■令和４年度第Ⅳ四半期の景気動向調査結果［４月、市内５業種150社、調
査方法：インターネット（Ｇｏｏｇｌｅ ｆｏｒｍｓ)・FAX、回答率71.3％］
　業況（Ⅰ～３月）は、前年と比べて「好転企業」33.6％、「悪化企業」
34.6％、「好転」から「悪化」を差し引いたＤ・Ⅰ値（景気動向指数）は
△1.0。このＤ・Ⅰ値は前年同期と比べ28.９、前期と比べ8.9ポイントそれ
ぞれ改善しています。
　業種別の業況Ｄ・Ⅰ値は、サービス業50.0、小売業16.6、卸売業△5.0、
建設業△24.0、製造業△27.3。前年同期と比べ14.3ポイントの悪化した製
造業以外は改善。サービス業は100、小売業は54.1、卸売業は21.1ポイン
トの大幅な改善。建設業も6.4ポイントと改善しました。その一方で、採算
Ｄ・Ⅰ値が各業種ともマイナス値で横ばいとなっており、エネルギー価格
や原材料の高騰が収益を圧迫している状況が伺えます。
　全業種の来期（４～６月）の見通しは、「好転企業」30.8％、「悪化企
業」35.5％でＤ・Ｉ値は△4.7。前年同期と比で24.4ポイント改善していま
す。
　経営上の問題点は、「諸経費増」「人材不足」「人件費増」「得意先減
少」「同業者間の競合」の順、業種別では、建設業（「人材不足」）以外
の４業種は「諸経費増」。いずれも前回調査同様となっています。
　具体的な業界の問題として、コスト上昇、人手不足、新型コロナの影響
ほか、「得意先やメーカーの倒産が増えている」（製造業）、「景気は最
悪」（小売業）、「少子化に伴い顧客が減少。デジタル化進展への対応な
ど問題が山積」（同）などの記述がありました。

「多少なりとも価格転嫁できている」66.7％、「価格転嫁率」45.1％
　景気動向調査に付帯して実施した、エネルギーや原材料価格の高騰下の
自社商品やサービス価格への転嫁に関する調査（回答90社）では、「価格
転嫁したい」企業は88.9％（80社）、「多少なりとも価格転嫁できてい
る」企業は66.7％（60社）、コスト上昇分を価格にどれだけ上乗せできて
いるかを示す「価格転嫁率」は45.1％（100円上昇した場合、約45円を反
映）であることが分かりました。
　価格転嫁の割合は、「５割以上８割未満」31.１％、「８割以上」14.4％、
「2割以上５割未満」11.1％、「２割未満」7.8％、「10割」2.2％。業種
別の価格転嫁率は、卸売業61.3％、製造業50.7％、建設業42.6％、小売業
41.5％、サービス業13.0％。サービス業からは「経費の上昇だけの理由で
値上げは難しい」「値上げによるメニューの再構築は簡単ではない」など
の声が上がっています。
　「全く価格転嫁ができていない」企業は、製造業１社、建設業５社、卸
売業3社、小売業3社、サービス業8社となっています。
　詳しくは当所ホームページをご覧ください。

（担当　瀧口 花帆）

知財に関する無料相談会
次回は５月25日　要予約

　当所と（独法） 工業所有権情
報・研修館北海道知財総合支援
窓口共催の「知財に関する無料
相談会」は、５月25日、北見経
済センターで開かれます。予約
が必要ですが、お気軽にご相談
ください（℡23‐4111）。

（担当　古川 佳佑）

会員限定
各種情報 メール配信

　当所は、会員事業所限定サー
ビスとして、会員事業所のＨＰ
紹介（当所ＨＰにリンク）と、
企業経営の関連制度やコロナ
支援金情報など、各種情報のメ
ール配信を無料で行っています。
会社のＰＲや情報収集にお役立
てください。

（担当　瀧口 花帆）
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ペーパーレスによる
三役会を実施

紙
の
資
料
を
使
わ
な
い
「
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
」

に
よ
る
三
役
会
が
４
月
10
日
、
北
見
経
済
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
は
、
本
年
度
の
当

所
事
業
計
画
の
事
業
実
施
項
目
に
新
規
事
業

と
し
て
盛
り
込
ま
れ
、
こ
の
日
の
パ
ソ
コ
ン

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
同
三
役
会

が
、
そ
の
皮
切
り
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
委
員
会
や
常
議
員
会
、
議
員
総

会
で
も
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
の
実
施
を
推
進

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
担
当　

酒
井 

正
則
）

令
和
４
年
度
の
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
に
係
る
当
所
の
支
援
は
10
件
で
、
う

ち
6
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

同
持
続
化
補
助
金
の
申
請
受
付
の
締
切
は
、

第
12
回
が
６
月
１
日
、
第
13
回
が
９
月
７
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
当
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
担
当　

地
域
振
興
部
）

〈北見ビジネス総合サポートセンター〉 〈中小企業基盤整備機構北見オフィス〉

経営課題をワンストップサービス支援
　当所が運営するオホーツク産学官融合センターは、4
月1日付けで、「北見ビジネス総合サポートセンター」
（北見経済センター2階、通称・ビズサポ北見）に名称
を変更しました。
　ビズサポ北見は、独立行政法人中小企業基盤整備機構
北海道本部北見オフィスなどと連携し、地域の中小企業
が発展できるよう創業・事業承継をはじめとする経営支
援を進めるワンストップサービスの拠点として業務を行
っています。

　「ビズサポ北見」に同居している独立行政法人中小企
業基盤整備機構北海道本部北見オフィスは、専門員（所

長）やアドバイザーが経営に関する相
談に応じています（無料、事前予約
制）。４月から北見信用金庫ＯＢの松
田剛一氏＝写真＝が所長（専門員）を
務めています。所長は長年にわたる営
業店および本部支援部署での業務で多
くの経営改善の実績があります。

　お問い合わせは、同北見オフィス（℡57-5677）へ。

　オホーツク管内商工会議所会頭会
議が４月５日、ホテル黒部で開かれ、
東北海道商工会議所連絡協議会への
提出議案を確認、地域経済の現況等

の情報交換を行いまし
た。
　各地からの提出議案
は、中小企業振興、運
輸観光、地域振興の４
分 野 に 物 流 対 策 や 安
定 的 な エ ネ ル ギ ー 確
保などの特別提案を含
め41件（うち新規４
件）。
　情報交換では、各地
の会議所からコロナ禍
の地域の経済情勢や令
和５年度の新規事業な

どが説明・報告されました。
　その後、網走開発建設部、オホー
ツク総合振興局、日本政策金融公庫
北見支店からの令和５年度事業概要
などの説明に耳を傾けました。

（担当　服部 浩司）

管
内
商
工
会
議
所
会
頭
会
議

連
絡
協
へ
の
提
出
議
案
確
認
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北辰土建株式会社
取 締 役 会 長　鴨 下 泰 久
代表取締役社長　鴨 下 辰 哉

〒090-0030 北海道北見市北10条東4丁目1番地
TEL(0157)24-8624㈹ FAX（0157）61-2097
http://www.hokushindoken.co.jp
E-mail:hokushin@cocoa.ocn.ne.jp

当
所
中
小
企
業
相
談
所
な
ど
主
催
の
「
新

入
社
員
研
修
講
座
」（
３
／
17
）
で
は
、
受

講
者
47
人
（
28
社
）
が
㈱
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
社

の
佐
々
木
隆
浩
社
長
か
ら
社
会
人
と
し
て
の

基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
ス
キ
ル
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
＝
写
真
＝
。

当
所
会
員
事
業
所
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

ら
を
対
象
と
し
た
恒
例
の
同
研
修
講
座
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
半
ま
で
の
集
中
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。

社
会
人
と
し
て
求
め
ら
れ
る
基
本
的
な

マ
ナ
ー
で
あ
る
敬
語
や
電
話
応
対
、
名
刺
交

換
な
ど
、
実
技
の
場
面
も
あ
り
、
受
講
者
は

職
場
で
の
実
践
に
向
け
て
、
講
師
の
指
摘
を

受
け
な
が
ら
理
解
を
深
め
て
い
た
よ
う
で
す
。

（
担
当　

瀧
口 

花
帆
）

当
所
中
小
企
業
相
談
所
主
催
の
「
事
業

計
画
作
成
講
習
会
」（
４
／
６
）
で
は
、
受

講
者
５
人
が
中
小
企
業
診
断
士
・
社
会
保
険

労
務
士
の
藤
田
貴
史
さ
ん
か
ら
事
業
計
画
の

必
要
性
や
作
成
、
事
業
計
画
が
必
要
な
補
助

金
（
販
路
拡
大
を
支
援
す
る
小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
）
申
請
に
向
け
た
準
備
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
藤
田

さ
ん
は
、
手
順
や
ポ
イ
ン
ト
の
ほ
か
、
自
分

で
事
業
計
画
を
作
成
し
申
請
書
に
落
と
し
込

む
こ
と
、
補
助
金
は
目
標
達
成
の
手
段
で
あ

る
こ
と
、
自
分
の
事
業
で
あ
る
と
い
う
当
事

者
意
識
を
持
つ
こ
と
な
ど
を
説
き
、「
販
路

健康経営優良法人2023
当所会員事業所12社が認定、当所は3年連続ブライト500
　日本健康会議がこのほど、「健康経営優良法人2023」
を認定しました。北見市内の同優良法人2023は15社、う
ち12社が当所会員事業所。
　「健康経営」とは、従業員の健康管理・増進を経営的な
視点から戦略的に実行する新たな経営手法。健康経営優良
法人は、経済産業省が健康経営に係る顕彰制度として、平
成28年度に創設した制度で、日本健康会議が同優良法人
（大規模法人・中小規模法人の２部門、前者上位法人「ホ
ワイト500」、後者上位法人「ブライト500」の冠を付
加・令3～）を認定しています。
　会員認定事業所は下記の通り（※今年度初認定事業所）

　平成30年度から事業計画に健康経営を位置づけている当
所では、会員事業所への普及に力を入れています。健康経
営に関するお問い合わせは、当所総務部（担当　健康経営
アドバイザー中島 沙織）へ。
　次号より認定事業所の取り組みをご紹介します。

拡
大
に
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
方
は
申
請
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
鼓
舞

し
て
い
ま
し
た
。　　
（
担
当　

武
田 

卓
）

　
　
　
講
座
・
講
習
会 

抄
録

株式会社きたみ観光バス 北見信用金庫
北見通運株式会社 株式会社サン園芸
株式会社セクト 株式会社舟山組
株式会社ベストミント 株式会社日本構造会
株式会社日専連ニックコーポレーション 株式会社PHYSIT ※
株式会社中神土木設計事務所 ※ ネッツトヨタ北見株式会社 ※
北見商工会議所(ブライト500)
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7
月
15
、16
日
、香
り
ゃ
ん
せ
公
園
・
小
泉
河
川
敷

花
火
、舞
踊
、綱
引
、サ
ン
バ
の
ほ
か
、正
調
よ
さ
こ
い
を
検
討

北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
委

員
長　

河
合
昭
徳
当
所
副
会
頭
）
が
４
月
28

日
、
北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
第
70

回
の
同
ま
つ
り
の
開
催
日
、
会
場
、
事
業
概

要
を
決
定
し
ま
し
た
。

昨
年
の
同
ま
つ
り
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策

を
し
、
期
間
を
１
日
に
集
約
し
、
３
年
ぶ
り

に
開
催
。
今
年
の
開
催
に
向
け
て
は
当
所
青

年
部
と
北
見
青
年
会
議
所
が
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

同
実
行
委
員
会
で
は
、
期
間
を
７
月
15

日
（
土
）・
16
日
（
日
）
会
場
を
昨
年
同
様
、

香
り
ゃ
ん
せ
公
園
と
小
泉
河
川
敷
に
決
定
。

納
涼
花
火
大
会
、
舞
踊
パ
レ
ー
ド
、
屯
田
大

綱
引
、
こ
ど
も
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
の

ほ
か
、
姉
妹
都
市
高
知
の
「
よ
さ
こ
い
ま
つ

り
」
も
本
年
70
回
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、
正

調
よ
さ
こ
い
の
披
露
も
検
討
。
今
後
、
企
業
・

団
体
に
協
賛
金
を
依
頼
す
る
段
取
り
。
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

 （
担
当　

武
田 

卓
）

第
70
回
北
見
ぼ
ん
ち
ま
つ
り

〈女性会　定時会員総会〉
新会長に加藤礼子さん

　女性会の令和５年度定時会員総会が
４月17日、25人の出席によりホテル黒
部で開かれ、５年度事業計画・予算案
などの承認ほか、任期満了に伴う役員
改選が行われました。
　事業計画には、例年同様に例会・部
会（研修、親睦、総務広報）、ＰＲ活
動などが盛り込まれました。
　総会終了後、舛川誠会頭ら当所・青
年部役員11人を交えた懇親会が開かれ
親睦を深めました。
　新役員は以下の通り（敬称略）。任
期は４月から令和７年３月まで。
　［会　長］加藤礼子
　［副会長］近藤千鶴、服部牧子、
　　田村としえ
　［理　事］飯田初江、近江敦子、 近　

〈青年部　４月例会〉
ボウリングで親睦深める

　青年部の４月例会が11日、「絆深めよ
～や!!」をテーマに60人の出席によりボ
ウル北見で開かれました。
　会長のあいさつ、会務・委員会報告な
どの後、　委員会対抗戦としてボウリング
を楽しみ親睦を深めました。
　同対抗戦の景品は会員飲食店のチケッ
トとし、コロナ禍の影響を受けた中心街
の活性化に向けた利用を呼びかけました。

（担当　武田 卓）

〈中小企業総合支援センター〉新オホーツク支部長　塚崎氏着任

　田露子、紺野恵美子、佐々木 敦　
　子、宍戸典絵、下元小夜子、徳　
　本紀恵子、中野章子、原祐子
［監　事］田丸月香、松浦豊子

（担当　池亀 由基）

　当所内に設置されている（公財）北海道中小企業総合支援
センターオホーツク支部の新しい支部長として、塚崎敏久氏
（55）が4月4日に着任しました。前職は本部経営支援部参事。
これまで主に国の委託事業や補助金業務を担当。旭川市出身で
地方勤務は十勝支部（帯広）に続き2度目。「中小企業等の経営
支援をはじめ、創業支援などのお手伝いや支援制度の利活用を
関係機関と連携し進めていきたい」と抱負。大学生の子ども2人
が親元を離れているため今回は夫人と北見市内に転居。オホー
ツクの食や観光を楽しみたいとのこと。
　同オホーツク支部では、職員３人（非常勤２人）でオホーツ

ク管内の中小企業・小規模事業者の経営課題に係る相談に応じています（無料）。お
問い合わせは同オホーツク支部（℡31‐1123）へ。



北見商工会議所報 第　　号10 165

網走営業所・遠軽営業所
紋別営業所・中標津営業所

当
所
は
第
73
回
会
員
事
業

所
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰
式

を
６
月
21
日
午
後
６
時
か
ら

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。

表
彰
は
、
勤
続
40
年
、
30
年
、

20
年
、
10
年
。
本
年
度
か
ら

北
見
市
外
の
支
店
、
営
業
所

な
ど
に
勤
務
し
て
い
る
従
業

員
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

（
担
当　

総
務
部
）

第
73
回

永
年
勤
続
従
業
員

　
　
　
表
彰
式

　
6
月
21
日

北
見
経
済
セ
ン
タ
ー

［当所事務局 人事異動］（４月１日付）

♦専務理事・事務局長 服部　浩司（理事・事務局長）

♦地域振興部長 後藤　達哉（地域振興部次長）

♦北見ビジネス総合サポートセンター長〈次長職〉
竹中　秀之（オホーツク産学官融合センター長）　

♦地域振興部経営指導課長
安藤　辰徳（地域振興部企画振興課企画振興係長）

♦地域振興部企画振興課企画振興係長
武田　　卓（地域振興部企画振興課企画振興係）　

♦地域振興部経営指導課経営指導係長
古川　佳佑（地域振興部経営指導課経営指導係）　

■総合保険代理店アイスタイル北見本店 (加藤圭介さん、とん田西町309－
４EverPrimary06１階、生損保保険代理店）

■ＳＰＡＲＫ　ＡＧＡＩＮ （藤下大輔さん、北６条西３丁目ＡＢＣビル２階、飲
食店・バー）

■㈱あすなろ （渡部正尚さん、山下町３丁目２－22、障害福祉事業〈就労B型〉・
飲食業）

■行政書士若林崇雄事務所 （若林崇雄さん、桂町２丁目193－６、行政書士業）
■ｏｆｆｉｃｅ　Ａｍｉｎｏ（網野孝一さん、中ノ島町３丁目13－17、注文住宅・
リフォーム工事・解体工事・断熱セラミック「ガイナ」代理店）

■極生プリン専門店こい （小泉千佐子さん、北７条西５丁目２－２コーポ光１
階右、プリン専門店・不動産賃貸）

■松本電計 （松本貴志さん、東相内町250－20、電気工事業）
■ＫＡ.コーポレーション （片平将太さん、川沿町131－19、新築・中古・マ
ンション美装・遺品・不用品処分・引越代行・雪下ろし・除排雪・網戸張替え・
草刈り・庭木剪定）

■プリート （片平陽介さん、川沿町131－16、新築・中古マンション・車内シー
ト美装・遺品・不用品整理・除排雪・屋根の雪下ろし・網戸張替え・草刈り・
店舗等の維持清掃・ＷＡＸ塗布）

■コスミックホールディングス （山中大輔さん、寿町１丁目１－５、経営コン
サルタント・事業承継・後継者問題課題解決事業・起業家育成支援）

■㈱ＡＴＣ （名古屋敬太さん、常盤町４丁目１６－３、美容業・不動産事業）

新入会員紹介 （入会日　令和5.２/20～４/19）

ご入会ありがとうございます
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　4 月に開店した「極生プ
リン専門店こい」。石川県
で大盛況の「極生ぷりん」
（総本店）のフランチャイ
ズ道内 1 号店。総本店のプ
リンは割烹料理店のコース
メニューのデザートのレシ
ピを受け継いだもの。「こ
い」では総本店のレシピの
もと、「オホーツクあばし
り牛乳」を使った「極生プ

リン」スイート、ビター（380 円）など４種類を製造・
販売。とろける食感と濃厚な味が特徴。1 日（月・火
定休）160 個限定、持ち帰りのみ。夏に向けた新商品
として、ご当地プリンを試作中。小学生からスイーツ
づくりを始めた店主の小泉千佐子さん（53）。事務・
介護職を経て、長年の夢であるスイーツによる起業を
実現しました。事業を軌道に乗せ、次なる夢は「長女
との店の切り盛り」。

　４月１日、昭和 30 年創業の㈱長谷川建材は、同社
同様に建材商社最大手のジャパン建材㈱を中核とした
JK ホールディングス㈱（東京）グループの㈱ブルケン
東日本（仙台）と合併し、同社北見営業所として新た
な歩みをスタートしました。北見営業所所長はブルケ
ン東日本の取締役、北北海道エリア長の土田雅敏さん
（58）。札幌市出身で、ジャパン建材社員として道内
勤務が長く、令和２年の長谷川建材の JK ホールディ
ングス子会社化以来、同社の３代目社長を務めていま
した。北見営業所のスタ
ッフは 15 人。土田所長は
「長谷川建材の歴史・伝
統を継承しつつ、ブルケ
ンの営業網（道内７・東
北 19）を生かしシナジー
効果を高めていきたい。業
務を通じオホーツクを盛
り上げていければ」と話
しています。

2023年5月15日（隔月発行）

　新年度を迎えてから、早いもので１カ月
余りが経過しました。５月に入り新型コロ
ナウイルスの感染症法上の分類が 5 類に移
行となり、本格的に社会経済活動が再開さ
れはじめたことから、GW 中の行楽地は賑
わいを見せていたようです。
　私たち商工会議所もコロナ禍で見合わせ

ていた事業の再開に向けて、企画・準備を進めてお
りますが、時間が空いてしまったためになかなか勘
が戻らず、慌ただしい毎日を過ごしています。
　忙しい日々を過ごしていると、時間の流れがあっ
という間に過ぎるように感じられますが、これを表
したことわざに「光陰矢の如し」というものがあり
ます。「月日が過ぎるのは矢のように早い」という
意味で使われていますが、「矢は一度放たれたら二
度と戻らない。同じように時の流れは二度と戻って
こないから、毎日を大切に過ごしなさい」という教
訓でもあるようです。
　忙しい時こそ身の回りで起きた出来事を前向きに
捉え、目まぐるしくも充実した日々を過ごしていき
たいと思うものです。

◆ 17日 東北海道商工会議所会頭会議、第101回東北海道
商工会議所連絡協議会（釧路市）

◆ 18日 第101回東北海道商工会議所連絡協議会親睦ゴル
フ大会、専門家個別経営相談窓口（26日）

◆ 23日 DX・BCP個別相談
◆ 24日 事業承継相談室
◆ 25日 第 257 回全道商工会議所専務理事会議（札幌市）、

知財に関する無料相談会
◆ 29日 三役会

◆ ２日 議員会視察研修（～4日）
◆ ６日 監事会
◆ ７日 道商連正副会頭会議・常議員会・会員総会（札幌

市）、事業承継相談室（29日）
◆ ８日 東北海道商工会議所連絡協議会要望活動（札幌

市）
◆ ９日 専門家個別経営相談窓口（16日・23日・30日）
◆ 11日 簿記検定
◆ 12日 三役会、第332回常議員会
◆ 13日 創業実践セミナー（14日）
◆ 20日 DX・BCP個別相談
◆ 21日 第73回会員事業所永年勤続従業員表彰式
◆ 25日 珠算検定
◆ 26日 議員会親睦ゴルフ大会
◆ 28日 三役会、第218回通常議員総会
◆ 29日 議員会釣大会
◆ 30日 第71回全道商工会議所大会懇親会〔7/1本大会〕

（苫小牧市）

夢のスイーツによる起業を実現、ご当地プリンも試作中

極生プリン専門店  こ い
長谷川建材の歴史・伝統継承、営業網により相乗効果

㈱ブルケン東日本北見営業所

会員紹介ご希望の事業所は当所地域振興部（☎23-4111）宛ご連絡願います。（掲載：無料）

北見商工会議所報
き た み　№165

会 員 紹 介 会員増強運動中！
～非会員に入会をお勧めください～

今後の予定 本格的な社会活動が再開し、　　　
　　目まぐるしくも充実した日々を
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